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【学校教育目標】 

「自他を大切にし 互いを認め合い 共に高め合う生徒の育成」 

◇ 「佐賀県英語教育研究発表会」がありました ◇ 

11月 28日（金）、本校において、第 21回佐賀県

英語教育研究発表大会が開催されました。この大会

は、佐賀県中学校教育研究会英語部会が授業研究会

を通して、生徒たちの英語力の向上、そして教職員の

指導力の向上のために行われています。ここ数年は

感染症の拡大防止のため実施されていませんでした

が、今回数年ぶりに本校において実施されました。 

1 学期から、定期的に他校から 2 名の先生方が授

業に来られ、大会に向けて熱心に授業実践を重ねて

こられました。当日は、佐賀県内各地区から約 60名の英語科の先生方が参観され、子どもたち

は緊張しながらも、熱心に授業に参加していました。本校の子どもたちにとっても大変良い経験

となりました。また、授業者の先生方も、子どもたちの一生懸命に授業に取り組む姿に感心され

ていました。 

このような機会を通して、少しでも外国語や国際理解等に対して関心が高まり、将来の進路選

択の幅が広がればと思っています。 

 

◇ メッセージカードづくり！ ◇ 

11月末から 12月にかけて、全クラスで年末に

北波多地区のご高齢の方々にお配りするメッセージ

カードづくりを行いました。 

日頃、地域の中で暮らし、多くの方々の支えによ

って過ごすことができることへの感謝の気持ちをも

って、作成に取り組みました。作成にあたっては、

タブレット端末等も利用しながら作っていました。 

作成したメッセージカードは、唐津市社会福祉協

議会南部支部の「歳末たすけあい事業」により、地

区民生・児童委員さんを通じて、マスク等と一緒に配布される予定となっています。 
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◇ 新たな佐賀県立高等学校入学者選抜制度 ◇ 

先日、新聞でも公表されたように、現在の中学 1 年生が中学 3 年生になった時の佐賀県立高

校の入学者選抜制度が変更となります。現在は、2 月に「特別選抜試験」が実施され、その後、

3月に「一般選抜試験」が実施される、大きく 2回の選抜制度となっています。しかし、現在の

中学 1 年生からは、下の県の説明資料の通り、2 月上旬に「前期（仮称）」の入試で募集定員の

80％以上、学校によっては 100％を募集するような制度へと変更になるようです。また、学力

検査以外にも自己を表現する検査や実技検査等、多様な評価をされることとなり、今以上に生徒

たちは主体的な学校生活が求められることとなってきます。また、面接は現在も全ての学校で実

施されていますが、今以上に重要視されてくるのではないかと思われます。 

日頃から、主体的に学校生活を送り、学習面をはじめ、様々な学校行事に積極的に取り組み、

総合的な力をつけることが必要となります。特に１年生は、２年後を見据えて日頃の学校生活を

送ってほしいと思います。 
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◇ ２年生マナー検定を実施しています ◇ 

2 年生は、先日のマナー講座を受けて、その後、質の高いマ

ナー（礼儀）の定着を図るため、マナー検定を実施しています。

マナーは、相手を大切にする心の表れであり、相手を大切に思う

心です。前述の通り、入試においても面接が実施されるのは、服

装や入退室の仕方、挨拶など、基本的なマナーが身についている

かを判断するためでもあります。日頃から、自分が周りの人から

どのように見えているのか、意識することも大切だと思います。 

【検定項目】 

①服装（髪・爪など） 

②入退室（挨拶・礼など） 

③態度・座った姿勢 

④話し方・言葉遣い 


